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paadasand aadapdaum badand sand said
交易の争いは、幾らか多くの家では色々悪いが、国土は元のままだった。

da bqttb kdaind aadaq nadaqaab sa daqdaum
小さな古くない国は後に強制して除外され、自立的でない人以外は自立家だった。

bsand daumaab qaadar sand daumdaum
決定ではあるが家は全て小さな農地とし、国土には次々と家ができた。

daaaqaaar qdaumbab sand sardasb
支配された小さい農地は、小さい家の領土で、国土はスダアラダ国だった。

(農地が集まって成長した。)

nadaqaadaum sar saumda nadafdaumda
自立的で無い家のボスや指導者は小さく、豊かで無い家も小さかった。

baadaum air daqdar aadaar daqab
まとめた家の場所は自立農地で他の農地は費用がいった。

dafaada said aaqab
長期の出入の助けがあったが人は離れた。
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kdabab qaadaum badar aatdar bqand k
しっかりした領土は海岸の家で、農地毎に農地を増やし、後の事は後であった。

kdasb aadasb dafaadasb nadafaab qand kb bada fb sb
クダ国、アアダ国、ダフアアダ国は長期ではないが古くて悪く維持された。
バダフブ国となった。　　(争いが傍の国であった。)

nadafaadar aadas badafb aadasb sdaum sbsb daqaabsb
長期でない農地の幾らかの出入りは争いに従い、アアダ国には次々と国ができ、
ダクアアト国になった。

saadaqaab kaadaum sb batb sar nadafb bqttbqb
幾らかの自立心は後に幾らかの家の国が変化した。
ボスによって争わず、古くない国は地域になった。

datttd aatb qtdar aatb faab qb aadasaunz
表向きのまとまりで人が増え、小さく無い農地にも人が増えた。
良く成長し、幾らかの出入りに希望があった。

kdasand aab qaab qaab bqtdasb
後に争いが全て次々と小さくなったブクトダ国であった。


